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※概要（Summary）： 

  MEMS 技術で作製したデバイスの上で、ラットの

交感神経細胞と、iPS 細胞由来心筋細胞との共培養を

行い、その機能調節について解析を行った。 
※実験（Experimental）： 

 幹細胞を用いた再生医療の実現は、虚血性心不全の

治療に大きく貢献すると期待され、特に人工多能性幹

(iPS)細胞は、自家移植の細胞治療に向けた細胞ソース

としての実用化が期待されている。しかしながら iPS

細胞由来心筋細胞が生体内へ移植された際に、生体内

の交感神経系が神経支配を形成し、さらに周辺の正常

な心筋組織に対する機能調節と同様の様式で神経系

が iPS 細胞由来心筋細胞を機能調節するかは、依然

として明らかではない。こうした課題の評価系として

in vitro 系の有用性が示されている。 

  本研究では微細加工技術を応用し、iPS 細胞由来心

筋細胞に対する交感神経細胞の機能調節を細胞集団

レベルで評価可能な細胞培養デバイスを作製した。そ

して、デバイス上にラットより採取した交感神経細胞

と iPS 細胞由来心筋細胞を共培養し、各細胞集団の

活動を電気活動計測によって評価した。そして、交感

神経細胞へ電気刺激を加え、iPS 細胞由来心筋細胞の

拍動回数の変化を評価することで iPS 細胞由来心筋

細胞に対する生体内の交感神経細胞の活動調節が形

成される可能性を検討した。 

デバイス作製に使用したマスクは VDEC の高速大面

積電子線描画装置およびマスク・ウェーハ自動現像装

置などを用いて作製した。 

 

 

 

 

 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

初代交感神経細胞は iPS 細胞由来心筋細胞上へ神経

突起を伸長し、心筋細胞上でシナプスを形成することを

示した。また、交感神経細胞へ電気刺激を印加すること

で、iPS 細胞由来心筋細胞の拍動回数が増加することを

観測し、iPS 細胞由来心筋細胞に対して交感神経細胞が

機能調節機構を形成することを示した。 
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